
                     

 

 

 

 

第 15 回地域交流カフェ 
日時：６月１８日（火）、１２時から、場所：さんしょうリビング 

●食事会●癒しタイム：山梨県北杜市だんだん会（宮崎和加子理事長）からのハーブを楽しみます 

在宅での看取りについて、語り合いましょう 
～亡くなられた方々を偲んで～ 

幸樹会各事業所・職員からの報告、ご家族からのお話 

参加自由、ぜひご参加ください！ 

絵・井上
いのうえ

 忠司
た だ し

 愛知県生れ。文化学院デザイン科卒業後、グラフィックデザインの世界へ。食品関係・

洗剤関係の仕事を経てパッケージのアートディレクター（ＡＤ）になる。リタイア後に趣味で始めたバード

ウォッチングの魅力に夢中になり、10 年間鳥の絵を描いてきました。さんしょうのご利用者です。 
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からたち薬局・介護ショップからたち ☎047-710-2785 

あんず訪問看護ステーション ☎047-701-5559 

あんず居宅介護事業所 ☎047-701-5558 

ケアステーションゆず ☎047-701-5506 

看護小規模多機能型居宅介護さんしょう ☎047-710-0331 

幸樹会本部 ☎047-701-7550 

〒270-2254 千葉県松戸市河原塚 411-1 幸樹会館 
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東風 隆さん 

東風さんのお店 

東風隆（こちたかし）さんにお聞きしました              

4 月からケアステーションゆずは、要支援等の方々

を対象にした松戸市介護予防・日常生活支援サービス

事業をはじめました。このサービス利用者第１号が

東風
こ ち

隆さんです。東風さんは昭和 46 年から元山でお

茶屋さんを営んでいらっしゃいます。もともと松戸市

南部市場で瀬戸物の小売・卸をされた後にお茶を扱う

ようになったそうです。………（聞き手・淺尾いずみ） 

 

お茶を飲む“間”が 

心の余裕を生む 
 

初めてこのサービスを利用されていかがですか？ 

東風 腰痛で大変な思いをしていたら、知り合いが

「掃除、買物、洗濯物、調理等を支援してくれる制度

がある」と教えてくれてね。最初は半信半疑だったけ

ど、自分が出来ないことをやってもらうのは本当に助

かった。なるべく自分でやろうとしているけれど、自

分でできないことをやってもらえるから、私はすごく

よかったと思っています。１時間がとても貴重で充実

しているよ。お世辞じゃなくて助かっている。 

そういえば、

東風さんには手

伝ってくれるお

客さんがいっぱ

いいて、シャッ

ターが閉まって

いてもお客さん

が入ってきます

ね。 

東風 お客さんが私の状況をわかっているからね。お

店をやっているから心配して助けてくれてね。食べ物

など、ずいぶん差し入れいただきましたよ。お返しの

しようがないよ。 

東風さんが元気でお店続けることが一番のお返し

ですね？ 

東風 そう言われているの。店を開けてやっているこ

とがね。 

ちょうど新茶の季節になりましたね。 

東風 やっぱり旬のものを飲むと、一年間無病息災だ

よ。毎年予約されるお客さんのために、5 月の連休に

は静岡に買い付けに行ってきたよ。人に任せて買うよ

り現地で品物を見て自分の舌を信じて買うのが一番

だね。いつもは自分で運転して行っていたけれど、今

回は腰痛のため友人に運転してもらった。 

 

 東風さんにとって、お茶の効用は？ 

東風 「お茶を飲むひと時をもつことで、物事にとり

くむ心に余裕が生まれる。プラスになる」という考え

だね。だから職人の家では、必ず朝はお茶を飲ませて

送り出したわけよ。お茶を飲むその気持ちが大切。そ

の“ひと時”が、せわしない世の中で、急がない“間”

を生み出すんだね。そうすることで何事も安全でいら

れることもつながった。 

今は、もっと忙しい社会だけれど、お茶屋として、

皆さんが心に余裕を持つ手伝いをしたい、と思ってい

ます。 

お隣で発送のお手伝いをされていたお客さんは、古

くからのお得意さんで、東風さんの店で買ったお茶が

美味しくて、「もうスーパーでは買えない」と、どうし

ても手伝いたくなっちゃうそうです。 

私たちも、東風さんが今の生活を続けていけるよう

に、心を込めてお手伝いをさせていただきますので、

どうぞよろしくお願いいたします。 

今月の屋上太陽光発電量は、 

１５６２KW 

幸樹会館電力使用量 4251KW 自給率 36.7％ 
 

職員募集！非営利・働きがいある職場 

看護師・介護職員 
●無資格の方もご相談を。資格取得支援制度あり。 
問い合わせ：本部中野まで、☎047-701-7550 



Ａさんのお宅 

患者さんに、薬剤師の新たな

役割を教えていただいて… 
からたち薬局管理薬剤師 櫻井美恵 

私が薬剤師人生で初めて受け持った在宅患者のＡ

さん。ご自宅に伺ってＡさんの顔を見た瞬間、涙が出

そうになった私…。実は、Ａさんは 10 年近く前、ご

自分でカートを押して、当時私が勤めていた薬局に薬

を受け取りに来ていたのです。薬局の外でもお会いす

ることも多く、私のプライベートなことを含めたくさ

んのお話をした方でした。勝手に“松戸のお母さん”

と思っていました。その後、その薬局はなくなってし

まい、Ａさんは元気でいるのかと事あるごとに思い出

していました。訪問時、Ａさんも私のことを覚えてい

てくださり、行くたびに喜んでくださいました。 

Ａさんは呼吸器を患っており、吸入器を使用してい

ます。発作用の薬のほうがすぐに楽になるのでＡさん

はその薬を愛用してい

ました。ですが、実際は

予防用の薬をしっかり

使っていけば発作自体

も減少します。予防用の

薬の重要性を説明しま

したら、Ａさんは予防用

の薬もしっかり使用し

てくれるようになり、状

態も以前より落ち着い

てきました。 

Ａ さ ん が 入 院 を 嫌

がっているときに、「おかあちゃん、このままじゃ私が

不安だから入院して」とお願いして入院してもらった

こともありました。 

今回、Ａさんのことを書いてもいい？とお聞きした

時、Ａさんから「私は、先生とあなたのおかげで元気

なんだよ、ほんとだよ」とうれしい言葉を頂きました。

私にとって、Ａさんは在宅訪問という新しい薬剤師の

役割を教えていただいた大切な存在です。「もう 90歳

だよ」といつも言っているＡさん。まだまだおかあ

ちゃんには元気でいてもらいますからね。 

“訪問薬剤管理指導”とは、言葉の通り薬剤師がご

自宅に訪問して、お薬の管理の支援を行っていくこと

ですが、「必要あるのかしら」と思われる方もいらっ

しゃると思います。薬剤師がご自宅に伺い、患者の皆

さま方の生活環境やスタイルが分かることで、薬や薬

の飲み方の提案もできます。患者の皆さま方も、人目

を気にせず、気軽に相談出来る、そんなメリットもあ

ります。気になる方がいましたら、気軽にからたち薬

局までご相談下さい。 

新入職員の紹介です                                         

♥大橋麻子（看護師・常勤） 

はじめまして。5月からあんず訪

問看護ステーションに入職しまし

た。念願の訪問看護にかかわる事

が出来、とても嬉しく思っていま

す。未経験なので迷惑を掛ける事

がたくさん有るかと思いますが、

頑張っていきたいと思っていま

す。よろしくお願い致します。通勤に 10 年ぶりにス

クーターを購入しました、事故なく過ごしていきたい

と思っています。猫が大好きです。 

♥大井川新
あらた

（看護師・非常勤） 

この度、5 月末から働かせていた

だくことになりました。よろしくお

願いします。昨年までは松戸市立病

院で働いていましたが、子どもの小

学校入学を期に一年間家庭で主婦

をしていました。この一年間は息子

の中間反抗期とたたかいながら、一

歳六ヶ月の甲斐犬のしつけに格闘する日々でした。犬

好きな方がいましたらぜひ声をかけて下さい。訪問看

護は全くはじめての分野で緊張しています。勉強しな

がら頑張りますのでよろしくお願いします。                  

♠保坂信人（看護師・非常勤） 

看護学生時代で訪問看護の実習

をしてから在宅に興味を持ってい

ました。特に利用者様のお宅で、本

人や家族とのコミュニケーション

をとりながら援助をして、在宅なら

ではの看護をする奥深さに惹かれ

ていました。触れあいながら信頼関係を築きあげて安

心できる看護ができるよう精進していきます。まだま

だ経験不足な面がありますが、スタッフの皆様と連携

をとってよりよい在宅サービスが行えるようにして

いきたいと思っていますので宜しくお願いします。 

●前回報告 5月 18 日（金）。助言者 武井幸穂氏 

テーマ：「認知症ケア」について 

報告・あんず訪問看護ｽﾃｰｼｮﾝ看護師 高橋千夏子 

☞12人参加。高橋さんの利用者の可能性を発見した視

点、可能性の実現にむけての分析に評価が高かった。 

▼次回学習会予定（定例日：毎月第 3金曜日） 

☞６月１５日（金）、１８：３０～、 

テーマ：「認知症」について 

実践者研修報告・さんしょう介護職 滝沢奈々 

場所：幸樹会館２階会議室《参加自由》 



 

 デンマーク便り  

ラスムッセン 京子 

６月は、高校生が卒業試験を終え、大学生・専門学

生になります。両親や兄弟は、最後の学科の試験室の

前に赤いバラを手に待ち、試験室から口頭試問を終え

て出てくる我が子を喝采し、花を与えます。高校卒業

は人生の一番華やかなお祭りのようです。卒業式では

卒業証書がわたされ学生帽を授与されます。そして学

生たちはこの晴れの日に飾り付けられた乗り物でク

ラスの学友の家を一軒一軒廻り、家族が用意した祝賀

会を楽しみます（写真）。 

これから学生たちがより社会と関わりながら人生

を切り開いていくことになります。Sabbatår といっ

て、すぐ大学や専門学校に行かず、一年か二年仕事を

して資金を預金し海外でバックパッカーをして長期

旅行に出たり、海外を見ることでデンマーク社会を見

直すという人もいます。貯金をした後、ホイスコーレ

ンという全寮制の学校に行く人もいます。人文社会、

芸術や体育の勉強や経験を、自分自身のこれからの人

生にどう生かしていくのか、デンマーク社会の一員と

して如何に自分を生かしていこうかと模索する時間

を取ります。どちらもアイデンティティーを築く目的

があるようです。 

６月末にはサンクト・ハンスと呼ばれる夏至祭が行

われます。イギリス、アイルランド、フランス、ドイ

ツそして北欧バルト諸国では夏の重要なお祭りです。

中世には魔女と疑われた独り暮らしの女性が火あぶ

りにされたりしたようです。その名残として今も薪を

燃やします。薪の上には魔女を模倣した藁人形があっ

たりします。冬の間に住み着いた悪霊を燃してしまい

ます。一年で一番長い日、白夜はフォークソングの演

奏を聴き、自然の美しさを称え、夏至祭を称える賛美

歌を合唱して更けていきます。 

そして、長い夏休み入ります。子供のいる家族は早

くから計画したその年の夏のバカンスに出かけたり、

サッカーなどのスポーツ合宿に参加したり、別荘での

んびり過ごすことになります。 

日本在宅医学会第 20 回記念大会に参加して        

学び、感動、涙… 
代表理事 中野三代子 

4 月 29、30日に行われた「日

本在宅医学会」に幸樹会から、大

塚かすみ・櫻井美恵・岡本健吾・

浅尾いずみ・中野三代子の 5名で

参加してきました。今回の大会長

は、いつもご指導していただき、

患者さんを通して交流の深いあ

おぞら診療所の川越正平先生。ま

た、三和病院の高林克日己先生が「看護小規模多機能

のすすめ」シンポジウムの座長をなさるということで、

みんなで参加しようと申込をしました。スケジュール

表を見ると、どの演題も興味深く、聞きたい発表ばか

り。朝 8 時～閉会まで会場にいてランチョンセミナー

も聞き、合間にポスターセッションを見て…、それで

も12会場ある全部の発表を聞くことはできないので、

それぞれ自分たちの仕事に活かせる内容を聞こう、高

林先生座長の「看護小規模多機能のすすめ」はみんな

で参加しよう、と打ち合わせていました。 

私は、幸樹会で取り組んでいる「認知症になっても

安心して暮らせる地域」「看取り」「小児在宅医療」「看

護小規模多機能」などをキーワードに予めチェックを

して臨みました。発表されたそれぞれの実践は素晴ら

しく、今後の幸樹会の活動の参考にさせていただきた

いと思いました。市民公開講座では若年性認知症の当

事者の丹野智文さんのお話を聞き、当事者の皆さんの

感じていること、意見を聞き「私は認知症ですが同じ

認知症の仲間を支えていきたいと思っています。」と

いう言葉に胸が熱くなりました。「小児在宅医療を支

える医療技術～小児在宅緩和医療～」では、脳腫瘍の

お子さんを在宅でたくさんの友達と共に看取られた

親御さんの発表に思わず涙してしまいました。看護小

規模多機能のすすめでは、「そう、そう！」と共感した

り「うちでも取り入れてみよう」と思ったり。松戸市

や医師会の先生方がとりくんでいる「こどもたちの力

で地域はもっとつながり合える～出前講座まちっこ

プロジェクト～」や川越先生の「病院・行政・市民と

ともに取り組むまちづくり～地域をひとつのバー

チャル病院ととらえる」では、地域包括ケアのモデル

となる松戸市での活動に幸樹会も一緒に参加してい

ることに、責任と喜びを感じました。久しぶりにお会

いする皆さんとも会うことができ、いのちと生活を支

える医療介護多職種チームの使命を再認識しました。

学会は活気に満ち、たくさんの学びがありました。 


